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話題をお届けします

学校の象徴に欠かせない 学校旗

消防団の士気に欠かせない 消防団旗

勝利の証に欠かせない 優勝旗

社旗  横断幕  販促のぼり旗  のれん  応援団用品 
祭り袢天  山車幕  神社寺院幕  神社のぼり旗  鈴緒 
劇団幕  舞台幕  演台カバー  マーチングバンド横幕
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～社家 ( しゃけ） ～

社家とは、 代々神社に仕えてきた世襲制の家柄のことで、 京都では上賀茂

神社の南東側に社家の人々が暮らした屋敷が残されています。

上賀茂神社の境内から流れる明神川沿いに立ち並ぶ社家の中には、 この川の

水を取り入れた庭園もあります。 清らかな水を流すことで邸内と心身を清浄に

保ち、 神様に仕えたと考えられます。 屋敷の庭を潤した水は清らかなまま明神

川へ戻され、 下流の農業用水にも使われました。 その一方、 屋敷の生活用水

として使われた水は川に戻さず、 敷地内の専用の井戸に流し明神川の清浄を

保ちました。 京野菜のすぐき菜は、 安土桃山時代に上賀茂の社家が栽培を始

めたと言われています。 また、 すぐきと塩から作られる漬物 「すぐき漬け」 は、

江戸時代には初夏の贈答品として社家から公家などに贈られていたそうです。

上賀茂の社家町は室町時代に形成され、 200戸程があったと言われています。

明治になって社家の世襲制が廃止され、 屋敷も徐々に減少。 現在残る社家の

屋敷は 30戸程となりました。 明神川に架かる小橋や、 敷地を囲む土塀、

土塀越しに見える屋敷の樹木などが落ち着いた雰囲気を醸し出すこの辺りは

国の重要伝統的建造物群保存地区にも選定され、 京都でもここでしか見ること

のできない貴重な景観となっています。


